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アクリルアマイ ドゲルを可塑剤とした TNT基剤爆典

Ⅱ.'嬢速 お よび圧 縮 特 性

野 村 羊 観 ･佐 藤 純 一*

t. ま え が き

現用の屡質ダイナマイトには,塩析 PH.NO8,

KNO8)に対する可塑性付与剤として 自爆能の極めて

高いニトt7グリセリンゲル (以下記号N/Gゲル)が

使用されている｡可製剤として敏感な爆薬自体を使用

することは合理的である故,可塑性爆薬をつくるため

にN/Gゲルはナてがたい材料である｡それにもかかわ

らず,N/Gゲルを用いない可塑性爆薬の開発l)2)が耗

みられている｡その意園の根底にはN/Gゲルに関する

律闘将 (封進における危険工程,貯蔵ならびに使用時

における安全管理)を解決しようとする考えが流れて

いる｡この考えを発展させるにあたって,従来の立場

に払 (I)弔爆水性をもつ塩類 (NH.NOB,Ⅶ4qO一)

とN/Gゲル以外の可地利との組合わせを探索するこ

と,(2)6号曾管による起爆の可能なこと,が前提と

して含まれている｡しかし,N/Gゲルのような自爆健

の高い可艶剤を使用しない限り,得られる爆薬は必然

的に低感度のものとなるため上述の(1)と(2)とを両立

させることは姥しい｡-5,愈近は低感度感薬 (硝抽

爆薬,スラリー爆薬)が共用的工策爆薬の範囲に加わ

り,その起爆に伝爆薬が使用されている｡このこと

は,工某燦薬自体をできるだけ低感度のものにして駁

造および使用時における危険性をなくし,それに用い

る起爆系列だけに従来の爆薬的取扱いを局限しようと

する内容を示唆している｡

前報l)において,(a)伝傑薬 (テトリール,5g)の

使用を前捻とL,O})基剤爆薬としてN/Gゲルの代り

にTNTを使用し,(C)可塑性をあたえる物東として

燦費性皆無のアクリル アマイドゲル (含水ゲルの-

砿)を使用するとき,m Tの含有丘が50% (以下蛋

丑%)以上のとき一粒の可塑性爆薬の得られることを

示した｡ここでいう可艶性とは粘土細工的変形の可能

なことを意味する｡本報の内容は朗報に述べられた可

艶性爆薬について下紀琳項を検討した結果を述べたも

のである｡(I)先に拭作した多数の可塑性感薬から燥
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痕綿 の蘇菜が良好であるものを選び,これらについ

て爆速 (燥速爆壷中断の吟味をかねて)を軸定し,そ

の結果に基づいて佳良な組成を選定すること｡(2)そ

れらの選定した組成の中から,圧相鉄故により新柄ダ

イナマイトと類似の可塑性を示すものを選ぶこと｡昔

いかえれば,上に述べたく1)と(2)に基づいて,前報で

示した多数の組成物に制限を掛 ナるのが奉爽故の目的

である｡なお以下に使用する路召馴ま駒報におけるもの

と同じである｡

2. 捧速 測 定

前報で述べた爆痕耽政では硬質塩ビ管 (内径20×外

径25mm)を使用したが,その戊さは4cm にすぎな

かった｡本項の燥迎測定の央験に際しては,長さ Ⅰ7

cmの軟質の透明ビニール℡ (内径2ox外径25mm)を

用い,これにAAゲJt,系爆薬を充填した｡洲定はド-

トリ･Jシき故により,導爆線の丙蛾を起爆位匿から7

cmと15cmとの位匿に押入した｡先に得られた多数の

試作爆薬の中から選定した組成とそれらの燥速測定値

とを裳 1に示す｡なお本爽故において使用した爆薬の

密度は,駒報で述べた爆痕妖故の場合の密度と必ずし

ち-敦していない｡このことは充填薬虫の多寡と充填

管材の硬軟に閑適するため避けることができなかっ

た｡

蒙 1に示した燥遠位によれば,AAゲルのみを用い

た場合や AA ゲルにAN を機械取合したもの (紀骨

AN-AA)を用いた場合には,燦壷中断が起こり易い

ことが判る｡AN･AA (也,t♂c)を使用したときは

TNT-48%で,またAN･AA (飽.40oC)を使用した

ときは TⅣr=44% で燥並中断が起こった｡新柄ダ

イナマイトでは,致披包の場合に 6,000Jn/sec台の高

燥速が希られるが,本爽験と同じ典故条件で燥速を油

定するときは2,800-2,900m/see(癖庶Z.45)の伍に

しか達しなかった｡

写真 1に,薬径20mmX薬長 15cm をもつ群 の耽

作爆薬 (組成は写其Iの脱明参府)を無被包の状態で

厚さ3mmの銅坂上で爆轟させたときの破壊状憩を示
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衷 lTNT-AA ゲル系煉範の僧述
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無被包であっても完燥することは明らかであり,
破蟻の程度は同様な条件で煩血させた新桐ダイナマイ

トの場合よりも大きい｡
3
.
圧椿拭最による可塑性の換肘

庄鯨試験は微小万能試数枚(東洋洞やKJ(浪UTM3

B型)を用いて行ない,
就科長の50%圧締過掛こおけ

る圧縮長一荷盃の関係を自動記録方式により求めた｡
用いた妹料の形状は一辺14±0.
2mmの立方体であり,
汎定温皮は18oCであった｡
なお
,
既に述べたように.
m-AAゲル系およびTNTIAN-AAゲル系は億適

中僻を起こし易いので,こ
れらは不適格組成として圧

痛紬の材料から除外した｡
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写裏 1 径20mm,長さ15cmの崇被包薬 を3mm好き

の銅板上で舶応させた拳合の鞍塊状魅

左上 (No113):TNT/ANIAA(10)=60/30
十10,p-1.45

左下 (No.38):TNT/AN･AA (軌 16oC)
=65/(19･8+15.2),p=).45

乱 k(No･49);TNT/AN･AA (臥 400C)
･=65/(24.2+10.8),p-1.46

右下 (N{)･6Ⅰ):TNT/AN･AA(辞)≡58/
(29･0十13.0),p-1.45

叫相は

3
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｡
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衷 2 AA ゲル,AN･AA ゲルの509もB:輯荷成位

組 成 %
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弥性大,もろい

卯性小,まとまりが良い

r河 上,ねぼりがある

ld 上.ねぼりが大きい

蛮 3 TNT-AN･AA ゲル系爆薬の50%fE船荷虚構
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た,AN･AA (也.40oC)には析山物があるにもかか

わらず,そのために強度を増すことはなく.AN･AA

(飽,16℃)の場合と殆んど同じである (曲線4)｡

図2の曲線 1,2,および)は新柄ダイナマイトに

ついて得られた50%庄矧 こ至るまでのTT潮特性を示し

た ものである｡国から知られるようにLTi輯長一荷重

曲掛 ま,入手のままから切出して内定した場合 (曲線

)).一皮もみほぐしてから切り出した場合 (曲線2).

あるいはそれを2円開放位後切り出した掛合(曲線 3)

によって迎ってくる｡これら3つの銑科の50%圧縮時

における荷成仏はそれぞれ,I.38,0.48,0.91kg/cmt

(公称荷_TR依)である｡新柄ダイナマイトの圧輯特性

が駒処矧 こよって変化することは以上のようである

Yol.29.No.l.19曲

が,ここで曲線2および3によって示される圧縮特性

を詑用して駄作爆薬の可野性を遷延するときの 目安

とした｡

上に述べた新桐ダイナマイトの二つの圧縮曲線 (図

2の2と))に近い特性をもつ組成の例を図2の曲線

4-8に,努にその他の場合について得られた50%圧

轄時における荷立位 (公称臥 kg/cmt) を襲3に示

す｡かための試作爆薬の場合に荷41-曲線の再現性は良

かった｡一身陳弱な試作爆薬では,飲料を正しい立方

件に切 り出すことの国定や妖科内に気泡がまざれこん

でいること等のため,荷並曲鍬 ま変動を示した｡衣)

の50%圧縮挿花伍は最良の突放条件下で綿られた結果

である｡また我3中の来賓の柵に示された性状につい

(429) 15



叫

S

糾

3

'.!
は

的

3

o
叫

_te

は

3

3

l

3

2t l l l
ll

7q)■一▲｢
t一2

O t 2 3 4 5 6 7

ーrr[rn図 2 新約ダイナマイトおよびAAゲル系僧衣の50%
D:蛤紋故

における相成曲線1:薪桐ダイナマイト,市店晶か

ら切,J]したもの2:同上,もみはごした正

純のもの3:同上,もみはごした絞2日放任し

たもの4:TNT/AN･AA(i凱16oC
)=60/(22.6+17.4)5:TNT/AN･AA(L凱40oC)=60/(27.

6+12.4)6:m /AN･AA(沖)
=58/(29.0+l3.0)7:m /AN･AA(酪)=56/(33.6+10.4)

8:TNT/AN･AA(辞)=54/(32.4

+13.6)ては.(I)新約ダイナマイトの庄穏特性

がその肋処理によって変るので,これにならって就作爆薬の

場合にも可軸性の適性範囲にある軸を持たせることにし,(2)さ

らに外力を加えた勘合に割れが入り放く安起した可艶性を示すか否かの点を考慮に入



TrirLitrotoltLetLe･baBedExploBiyeCompositionContainingAcry18mide

PolymerGelaLBP)&Bticizer

II.DAtOtLAtiotLVelocityzLndBeh▼iortlnderCoTELpre88ion

byY.NomuraandJ.Sato

DetonatiomvelocitiesofcompositionsconsistingoEtrinitrotoluenepowdersand

variousaCry18midegelcomponentswezemeasuredbytheDautrichemethod. The

behaviorsundercompressionwereexamineditlCOmparisonwiththatEora〟Shingiri･

dynamite"(akindofgelatinedynamite). Thefollowingtourcompositions(wt.%)

are reCOmmend8ble. Eachcompositionhasadensity(p)oLabout1.45g/cm8 And8

detonationvelocity(D)oEabout6,Oh /seewhenitwasdetonatedinapolyethylene
ttlbeoE20mmininnerdiameter.

TNT/AN･AA-60/(22.6+17.4),p=1.52g/cm3,D=6,060m/see

TNT/AN･AA-60/(27.6+12.4),p=1.45g/cm3,D-6,090m/see

TNT/AN･AA-58/(29.0+13.0),p=1.43g/cm3,D-6,180m/see

TNT/AN･AA-54/(32.4+13.6),p=1.48g/cm8,D=5,790m/see

Here,AN･AAnotesanaczyhmidepolymergelmixedammOnium nitratebyadis･

801utionmethod.Thebehaviorundercompressionforthecomposidonsmentioned

abovewasverySimilartothatfor"Shingiri･dymamite".

(DepartmentoEChemistzy,DefenseAcademy,Yokosuka)
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